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４．健康・医療（介護と医療の連携）

（１）健康診査の受診状況

ア.健康診査を受けた方の割合は、高齢者一般で 79.7％、これから高齢期一般で

80.6％（受診機関に関わらず受けたと回答した方の合計）となっている。

15.279.7 5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般
N=2,106

受けた 受けていない 無回答

図表 38 健康診査の受診状況／高齢者一般 （単数回答）

80.6
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1.6
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健康診査を受けた

健康診査は受けていない

無回答

％

【これから高齢期一般 （Ｎ＝568)】

図表 39 健康診査の受診状況／これから高齢期一般 （複数回答）
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（２）保健指導の内容

ア.高齢者一般、これから高齢期一般ともに、「保健指導を受けたことはない」が３

割程度と最も多い。

イ.これから高齢期一般では、「日常生活面での指導」「再検査または精密検査の受診

のすすめ」の割合が高くなっている。

29.8

19.7

15.5

15.4

11.3

10.7

12.0

8.2

2.8

31.0

24.5

21.8

9.6

12.9

10.9

7.0

3.5

1.1

0 10 20 30 40

保健指導を受けたことはない

日常生活面での指導

再検査または精密検査の受診のすすめ

運動指導

栄養指導

治療のための受診のすすめ

無回答

その他

口腔指導
高齢者一般 n=1,679
これから高齢期一般 N=458

％

図表 40 保健指導の内容 （複数回答）
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（３）健康診査を受けていない理由

ア.高齢者一般、これから高齢期ともに「健康だから」が３割程度と高い割合となっ

ている。

イ．この他の理由としては、高齢者一般では「現在治療中だから（42.7％）」の割合

が最も多い。

ウ．一方、これから高齢期一般をみると「めんどうだから(31.4％)」、「日時の都合

が合わないから（18.6％）」の割合が高い。

31.8

42.7

14.3

8.1

7.8

4.7

5.3

3.7

9.7

1.9

32.4

18.6

31.4

18.6

7.8

9.8

6.9

3.9

4.9

3.9

0 10 20 30 40 50

健康だから

現在治療中だから

めんどうだから

日時の都合が合わないから

費用がかかるから

医療機関にかかりづらいから

結果を知りたくないから

どこで受けられるかわからないから

その他

無回答 高齢者一般 n=321
これから高齢期一般 ｎ=102

％

図表 41 健康診査を受けていない理由 （複数回答）
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（４）通院・往診等の頻度

ア.これから高齢期一般では、病院・医院（診療所、クリニック）に通院している人

は、６割弱となっている。

イ．介護サービス利用者、介護サービス未利用者では、診察を受けている人（通院

または往診により病院・医院を利用）が、それぞれ９割弱となっている。

ウ.通院・往診の頻度をみると、これから高齢期一般、介護サービス利用者、介護サ

ービス未利用者のいずれも、「月に１回程度」が最も多い。

41.956.2 1.9通院の有無

はい いいえ 無回答

【これから高齢期一般 （Ｎ＝568)】

16.3 48.35.0 15.7 12.9 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院している
n=319

週１回以上 月２～３回 月１回程度

２か月に１回程度 ３か月に１回程度 無回答

図表 42 通院の状況及び通院・往診等の頻度／これから高齢期一般
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8.3

29.3

26.0 40.7 4.215.8

13.2 35.6 6.8

1.5

2.0

3.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護サービス利用者

n=1,428

介護サービス未利用者

n=761

週２回以上 週１回程度 月２回程度 月１回程度

数か月に１回程度 定期的ではない 無回答

89.7

4

7.2

86.7

4.8

9.3

0 20 40 60 80 100

診療を受けている

診療を受けていない

無回答 介護サービス利用者 N=1,592
介護サービス未利用者 N=878

％

図表 43 通院・往診の状況及び通院・往診等の頻度 （単数回答）
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（５）在宅医療の内容

ア．要支援・要介護状態にある方の在宅医療の内容をみると、介護サービス利用者、

介護サービス未利用者ともに「痛みに対する管理（注射、湿布、薬等）」が最も多

くなっている。

イ．その他では、血圧測定などの健康管理全般の記述が多くなっている。

25.0

6.8

3.8

7.2

4.2

5.9

2.1

1.3

0.4

51.3

14.8

22.2

5.6

8.3

2.8

5.6

2.8

2.8

2.8

0.0

41.7

25.0

0 10 20 30 40 50 60

痛みに対する管理

導尿の管理（カテーテルなど）

酸素療法

経管栄養（胃ろうなど）

点滴

じょくそうの処置

気管切開の処置

インスリンの自己注射

人工呼吸器

その他

無回答

介護サービス利用者 n=236
介護サービス未利用者 ｎ=36

％

図表 44 医療処置の内容／介護サービス利用者・介護サービス未利用者 （複数回答）
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（６）かかりつけ医の有無

ア.いずれの調査も「かかりつけ医、かかりつけ歯科医ともにいる」が最も多い。

イ.健康診査の受診状況別にかかりつけ医の有無をみると、健康診査を受けた人で

「（かかりつけ医、かかりつけ歯科医の）どちらもいない」割合が 3.3％であるの

に対し、健康診査を受けていない人は 14.0％と、１割強高くなっている。

58.5

17.8

18.5

32.3

5.9

2.3

45.8

57.9

67.8

32.0

1.2

17.8

2.1

15.8

4.9

3.9

2.1

3.6

5.8

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般
N=2,106

これから高齢期一般
N=568

介護サービス利用者
N=1,592

介護サービス未利用者
N=878

かかりつけ医、かかりつけ歯科医ともにいる かかりつけ医のみいる
かかりつけ歯科医のみいる どちらもいない
無回答

図表 45 かかりつけ医・かかりつけ歯科医の有無 （単数回答）

17.5

21.5

4.8

13.1 14.0

72.4

49.2

3.3

2.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康診査を受けた
n＝1,679

健康診査を受けていない
n＝321

かかりつけ医･歯科医ともにいる かかりつけ医のみいる
かかりつけ歯科医のみいる どちらもいない
無回答

【高齢者一般】

図表 46 健康診査の受診状況×かかりつけ医・かかりつけ歯科医の有無 （単数回答）
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（７）寝たきりや認知症の予防・改善のための取り組み

ア.介護サービス利用者、介護サービス未利用者ともに「自分のことは自分でするよ

うに心がける」「散歩など、なるべく歩くようにする」の割合が高くなっている。

特に、介護サービス未利用者の割合が高くなっている。
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34.7
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23.4

23.9
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15.8

13.6
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2.2

5.9

9.4
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61.3

49.8

48.2

44.1

40.3

36.1

33.9

32.5
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26.4

21.4

18.9

14.2
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12.3

1.7

5.9

9.8

0 10 20 30 40 50 60 70

自分のことは自分でするように心がける

散歩など、なるべく歩くようにする

バランスのよい食事を心がける

十分に休養、睡眠をとる

規則正しい生活をする

歯みがきの励行等、口の中を清潔保持

疾病の予防、早期発見、治療を心がける

手先を使うように心がける

カルシウムを十分にとる

家族や近隣の人とのつきあいをたもつ

積極的に外出をする

日光浴をする

介護予防について情報や知識を蓄える

段差を解消するなど、家の環境づくり

老人クラブ、趣味などに積極的に取り組む

深酒やたばこをやめる

その他

わからない・特にない

無回答
介護サービス利用者 N=1,592

介護サービス未利用者 N=878

％

図表 47 介護予防の取り組みの必要性 （複数回答）


